


創

刊

に
あ

た

っ
て

「
数

学
伝

進

研

究

所
」
と
は
ど
ん
な

所
で
す
か
と
何
人
か
の
方

に
質
問
を
う

け
た
こ
と
が
あ
―，
ま
す
〓

現
代

の
厳

し
い
時
代

に
、
親
鸞

聖
人

の
深
い
み
教
え
を

一
人
で
も
多

く
の
方
に

伝

え
て
い
く

た
め
に
、
ま

た
生

き

る
力

と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
や
出
板
物
を
発
刊
し
て
い
ま
す
．

心

の
悩

み
に
つ
い
て
の
電

講

相

談

や

教
学

と
仏
事

に
つ
い
て
の
電

話
相
談

も

あ
り
ま
す

Ｌ^

原
典
版
空
典
』
や
註
釈
版

聖
典
』
や

「
現
代

語
版

黎
典
」
の
発
刊
、

お
戦
教
に
ど
う
親
し
む
こ
と
が
出
来
る

か
を
学

ぶ

「
季

刊

せ
，
，
よ

、
ま

た
次

つ
ぎ
七
生
ず

る
現
代

の
課
題
を
み
教
え

に
開

く

こ
と
に
よ
ぶ
卜

）う

乗

り
越

え

て
い
く
こ
と
が
餞
来
る
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
購

題

に
ス
タ
ッ
フ
が
熱

心

に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び

発

刊

さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
は
、
わ
か
り
や
す

く
、
親
し
み
や
す

く
、
教
学
伝

進

研
究
所
を
み
な
さ
ん
に

知

夕
ヽ
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
．

雌
非
、
お
読
み
い
た
だ
き
、
法
務
の
参

考
と
し
て
く
だ
さ
い
．

教
学
伝
進
研
究
所
の
意
義

数
学
伝
達
研
究
所

所
長

秀

城

総
合

研
究
部

門
は
、
直
面
す
る
現
代

の
諸

課
題

に
迅
速
か
つ
正
確

に
対
処
す

る
こ
と
を
翔
的
と
し
て
い
ま
す
．）
白

死

（

白
織
）
、
生
命

倫

理
、
過
疎

と
寺

院

の
活

性

化
等

の
問

題
に
、
き

ち
ん
と
し
た
学

術

的
姿
勢
で
臨
む
よ
う

心
が
け
て
い
ま

す
．聖
典

編
纂

部

門
は
、
百
年

・
．
一百
年

先

に
残

る
仕
事

と
し
て
、
地
通
な
作
業

を
重

ね
て
い
ま
す

●
）
れ
ま
で
も

、
「
原

典
版
聖
典
∵

『
註
釈
板

聖
典
∵

「
現
代

議
販

役
典

」
が
樹

行

さ
れ
ま

し
た
が
、

親
鸞
聖
人
７
５
０
鷹
大
遠
忌
ｔｉ
向
け
て

『
浄

上
真
宗

聖
典
全
書

∵

ハ
巻

の
編
纂

に
か
か
夕
ヽ
い
ま
す
．

ま
た
東
京
支
所
織
、
膨
大
な
情
報

が

集

中

し
発

信

さ
れ
る
首

都

圏

Ｌ
拠

点

を
置
き

、
情
報
収
集
を
大
き
な
柱
と
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
全

国
紙
門
紙
は
掲

載

さ
れ
た
、
一不
教

に
関
わ
り

の
あ
る
記

事

を
姦
災
４
す

る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
、
一議

題

の
新

判

仏

教
書

を

紹

介

す

る
仏

教

書
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
、
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
．

相
手
を
見
な
い
と
処
方
鶴
は
書
け
ま

せ
ん
．
教
学
伝
通
研
究
所
で
は
、
直
面
す

る
状
況
を
正
し
く
把
握

し
、
動
き
と
な

る
教
学
を
――
指
し
て
努
カ
ー
ンて
い
ま
す
．

満
丼
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国
立
天
文
台
、
観
山

正
見
　

＝

一皿

宇
自
の
謎

国
立
天
文
台
の
仕
事

私

は
、
本
部
が

三
鷹

み

た
な

に
あ

る
国
立

天
文

台

に
勤

め

て
お
り
ま

す

。
天
文

学
と

い

い
ま

す
と

、
皆

さ
ま

の
暮

ら

し
と

は
殆

ど
関

係

な

い
と
お

思

い

で
し

よ
う
が

、
仏
教

で
大

切
な
日

で
あ

る
お
彼
岸
、
則
ち
、
春
分
や
秋
分

の
日
は
、
国
立

天
文
台
が
決
め

て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
独
立
国
と
し
て
、
暦

Ｅ

よ
う

や
中
央
標

準
時

を
決

め

る

こ
と
は
重

要

で
す
が

、
そ
れ

ら

は
国
立

天
文
台

の
仕

事

な

の
で
す
。
一二
春

と
か

の

二
十

四
節
季

Ｅ

じ
２
つ
し
せ
っ
き

も
決

め

て
い
ま

す
。
少

し
身

近

に
感

じ
ら

れ

る
よ

う
に
な

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

市
民
に
開
か
れ
た
天
文
台

三
鷹

の
構

内

に
は
、
市

民

の
方

々
に
天
体

観
測

を
楽

し
ん

で
い
た

だ
く

た

め

の

「
社
会

教
育

用
望
遠
鏡
」
、
宇
宙

の
旅
が
直
感
的

に
体

感

で
き

る

「
四
次

元
デ
ジ

タ

ル
宇
宙

シ

ア
タ

ー
」
、
歴
史

あ

る
望

遠

鏡

を

展

示

し

て
あ

る

「
天
文

歴
史
館
」
な
ど
が

あ

り
、
現
代

天
文

学

の
成

果
と
共

に
様

々
な
天
文
学

の
歴
史

に
ふ

れ

て
い
た
だ
く
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
〈
フ

年

の
７

月
か
ら

は
、
天
文

台

の
旧
台

長
宮
舎

を
改
築
し

て
、
二
鷹
市
が

運
営
す
る

「
星
と
森

と
絵
本

の
家
」
が

オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
国
立

天

文
台

の
施
設
は
、
毎
日

■

日
も
〈呂
め
こ

公
開

釜
¨

せ

し
て
い
ま
す
の
で
、
訪
問
し

て
下
さ
い
。
構

内
は
、
約
九

万
坪
の
敷
地
が
あ
り
、
自
然
が
豊

富

に
あ

り
ま

す
。
自
然

を
楽

し
む
た

め
散

歩

す
る
方
も
多
く
い
ら

つ
し

や
い
ま
す
。

日
本
各
地
の
観
測
施
設

国
立

天
文
台

の
研
究

施

設
は
、
天
文

観
測

に
環
境

の
よ

い
場
所

に
置
か
れ

て
い
ま

す
。

国
内

で
は
、
長

野
県

弩
辺
山

あ

べ
や
こ

に
４

５

ｍ
の
電
波
望
遠
鏡
や
太
陽
を
観
測

す
る
電

波

望
遠

鏡
が

あ

り
ま

す
。
乗
鞍

あ

り
≦
じ

山

の
山

頂
近

く

に
は
、
太

陽

の
ま
わ

り

の

コ
ロ

ナ

を
観
測

す

る
望

遠
鏡
が

、
岡
山

に
は
１
８

８

ｃ
ｍ
の

回
径

の
望
遠

鏡
が

あ

り
ま

す

。
さ

ら

に
、
山石
手
県
水
沢

み

ず
さ
を

、
東
京
都
父
島

〓

ち
じ
ま
）
、
鹿
児
島
県
入
来

Ｆ

り
き

、
沖
縄
県

石
垣
島

Ｆ

し
が
き
じ
３

に
２
０

ｍ
の
電
波

望

遠
鏡
が

設
置
さ
れ

て
お

り
、
フ」
れ
ら

の

デ
ー

タ
を
結
合
し

て
２
３
０
０
ｋ

ｍ
に
相
当
す

る

望
遠
鏡
が
あ
り
ま
す
。
フ」
の
様

に
、
日
本

の
各

地

に
観
測
装
置
が

あ
り
ま
す
。

世

界

最

大

級

の

す

ば

る

望

遠

鏡

国
立
天
文
台
の
施
設
で
、
い
ま
、
脚
光
を
浴

び
て
い
る
の
は
、
な
ん
と
言

っ
て
も

ハ
ワ
イ

の
す
ば
る
望
遠
鏡
で
し
よ
う
。
ハ
ワ
イ
に
は
、

富
士
山
よ
り
高
い
４
２
０
０

ｍ
の
マ
ウ
ナ
ケ

ア
山
が
あ
り
、
そ
の
山
頂
近
く
は
、
大
気
の
状

態
が
極
め
て
よ
く
、
晴
天
の
割
合
が
高
い
で

す
の
で
、
世
界
各
国
が
望
遠
鏡
を
建
設
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
、
国
径
８

・
２

ｍ
の
望
遠
鏡

の
建
設
に
九
年
の
歳
月
を
か
け
て
１
９
９
９

年
に
完
了
し
ま
し
た
。
一
枚
鏡
と
し
て
は
、
世



界
最
大
級
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
宇
宙
の
最
遠
の

天
体
は
、
１
２
８
億
光
年
彼
方

雰

な
こ

に
あ

り
ま
す
が

争
宙
の
果
て
は
１
３
７
億
光
３

、
そ
の

天
体
を
見
つ
け
た
の
は
す
ば
る
望
遠
鏡
で
す
。

最
遠
の
天
体
か
ら

二
十
番
目
ま
で
も
全
て
す

ば
る
望
遠
鏡
が
発
見
し
た
ほ
ど
で
す
。
フ」
の

望
遠
鏡
は
、
一
般
の
方
に
も
日
時
は
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
公
開
し
て
い
ま
す
。
興
味
あ

る
方
は
、
国
立
天
文
台
の
す
ば
る
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
下
さ
い
。

チ
リ

に
新

し

い
望
遠
鏡

天
文
観
測

の
適
地

の
条

件

は
、
大

気

の
影

響
が

な

る

べ
く
少

な

い
高

地

で
、
水
蒸

気

の

量
も
少
な

い
場
所

で
す
。
そ
の
結
果
、
南
米

の

チ
リ
北
部

の
５
０
０
０

ｍ
の
砂
漠
を
新
た
な

望
遠
鏡

の
サ
イ
ト

と
決

め
ま

し
た

。
そ

こ
で

は
、
欧
米

と
協
力

し

て

ア
ル

マ
望
遠
鏡

を
建

設

し

て
い
ま

す
。
６
０
台

を
超

え

る
電
波
望

遠
鏡

を
建

設
し

て
、
そ
れ

を

１
８

ｋ

ｍ
に
展

田
Ｗ
し
た
叫
く
山
手
線
の
大
き
さ
に
匹
敵
）、
５
０
０

ｍ

に
集
合

さ
せ
た

り
し

て
、
ハ

ツ
フヾ
ル
望
遠
鏡

や
す
ば

る
望
遠
鏡
よ
り
十
倍
解
像
力

の
良

い

電
波
望
遠
鏡
と
な
り
ま
す
。
［
九
成
ま

で
に
は
、

ま
だ
数
年
必
要
で
す
が

、
一
九
成

の
暁

に
は
、
大

き
な
発
見
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
特

に
、
太
陽

系
外

の
惑
星
が
生
ま
れ

る
現
場
が

観
測

で
き

る
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

太

陽
系
外

の
惑
星
観
測

さ
て
、
天
文
学
の
最
近
の
話
題
は
、
一
つ
は

太
陽
系
外
の
惑
星
の
発
見
で
し
よ
う
。
太
陽

系
外
の
惑
星
の
確
実
な
直
接
像
は
ま
だ
で
す

が
、
間
接
的
に
惑
星
の
存
在
が
、
す
で
に
三
百

個
以
上
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
〈
フ
後
は
、
直
接

の
写
真
撮
影
に
成
功
し
た
い
と
、
す
ば
る
望

遠
鏡
は
じ
め
、
世
界
の
望
遠
鏡
が
競
争
を
し

て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
の
別
の
望
遠
鏡
が
、
昨
年
、

太
陽
系
外
の
惑
星
の
写
真
を
撮

っ
た
と
発
表

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
確
実
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
〈
フ
後
も
競
争
が
続
く
で
し
よ
う
。

生
命
誕
生
の
謎
は
望
遠
鏡

で
明
ら
か

に
な
る

天
文

学
者

は
、
そ
の
先

の

こ
と
ま

で
考

え

始

め

て
い
ま

す
。
地
球

の
よ

う
な
生

命

を
育

ん
だ
惑
星
の
探
査

で
す
。
現
在
、
直
接
撮
影
を

競
争

し

て
い

る
対
象

は
、
本

星

の
よ

う
な
大

型

の
カ

ス
惑

星

で
す
。
地
球

の
よ

う
な
小
型

で
岩
石
質
の
惑
星
は
、
現
在
の
望
遠
鏡
で
は

到
底
観
測
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
と
２
０

～
３
０
年
す
れ
ば
、
技
術
の
進
歩
に
よ

つ
て

地
球
型
の
惑
星
も
観
測
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

直
接
観
測
が
可
能
と
な
れ
ば
、
そ
の
惑
星
の

大
気
の
情
報
が
わ
か
り
ま
す
。
我

々
の
地
球

も
そ
う
で
す
が
、
大
気
に
は
水
蒸
気
や
オ
ソヽ

ン
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
海
の
存

在
や
植
物
の
存
在
の
証
し
で
す
。
同
じ
こ
と

か
ら
、
太
陽
系
外
の
惑
星
に
海
が
あ
る
の
か

？
植
物
が
い
る
の
か
？
動
物
が
い
る
の
か
？

が
調
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
球
型

の
惑
星
が
ど
ん
ど
ん
見

つ
か
れ
ば
、
い
ろ
ん

な
発
展
段
階
の
惑
星
が
見

つ
か
り
、
そ
れ
ら

を
比
較
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
よ
う
。
生
昴

誕
生
の
謎
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
「生
命
誕
生
の
謎
は
、
顕

微
鏡
で
な
く
、
望
遠
鏡
で
明
ら
か
に
な
る
」
が

最
近
の
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

宇

宙

の

見

え

な

い

物

質

も
う

一
つ
の
話
題
は
、
宇
宙
が
、
見
え
な
い

謎
の
物
質
に
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

す
ば
る
望
遠
鏡

で
、
１
２
８
億
光
年
も
見
通

し
て
、
多
く
の
こ
と
が
わ
か

つ
た
と
思

っ
て

い
ま
し
た
ら
、
星
や
銀
河
と
い
う
普
通
の
物

質
は
、
宇
宙
を
構
成
す
る
４
％
程
度
に
過
ぎ

な
い
と
わ
か

つ
て
き
ま
し
た
。
残
り
の
２
１

％
程
度
は
ダ
ー
ク
マ
タ
ー

（暗
黒
物
質
）
と
い

う
、
重
力
は
及
ぼ
す
が
、
胡
三
遠
鏡
に
は
見
え
な

い
物
質
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
見
え
な

い
の
に
そ
の
存
在
が
ど
う
し
て
わ
か
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
重
力
と
い
う
力
を
及
ぼ
す
た

め
、
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

一
方
、
残
り
の
７
５
％
は
、
ダ
ー
ク
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
呼
ば
れ
る
物
質
で
、
フ」
れ
も
そ
の
力

に
よ
り
存
在
が
必
要
と
わ
か

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
フ」
の
力
は
、
反
発

力

芹
力
Ｅ

き
り
よ
‘

）
だ

つ
た
の
で
す
。
フ」
の

力
に
よ

つ
て
、
宇
宙
の
膨
張
を
ど
ん
ど
ん
加

速
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
ー
ク

マ
タ
ー
も
ダ
ー
ク

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
そ
の
実
体

は
ま
だ
不
明
で
、
多
く
の
研
究
者
が
調

べ
て

い
ま
す
。

今
年
は
「世
界
天
文
年
」

こ
の
様
に
、
宇
宙
は
、
多
く
の
謎
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
世
界
で
す
。
△
フ
年
、
２
０
０
９
年
は
、

ガ
リ
レ
オ
が
宇
宙
を
望
遠
鏡
で
の
ぞ
い
て
か

ら
４
０
０
年
で
、
「世
界
天
文
年
」
の
年
で
あ

り
ま
す
。
フ」
れ
を
機
会
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
、

宇
宙
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

こ
の
内
容
は
、
教
学
伝
道
研
究
所

東
京
支
所
が
二

〇
〇
八
年
八
月
に
開
催
し
た
「首
都
圏
研
究
者
懇
話

〈至
第

一
回
例
会
に
お
け
る
講
演
を
要
約
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。
な
お
、　
一〇
〇
八
年

一
二
月
九
日
に
開

催
さ
れ
た
教
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
親
鸞
聖
人
の
世

界

浄
土
」
で
は
、
観
山
先
生
よ
り
天
文
学
に
基
づ
い

た
宇
宙
観
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
い
た
他
、
哲
学

や
真
宗
学
の
立
場
か
ら
「浄
土
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
教

学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
ブ

ツ
ク
レ
ツ
ト
『
親
鸞
聖
人

の
世
界

浄
土
買

二
〇
〇
九
年
刊
行
予
定
）
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。



仏 教 書
青木 新門著

|■ |■ ||||

文 藝 春 秋 (文 春文庫 )490円

〔目 次】

序文 美 しい姿 {吉 II Fa,

納棺夫日記

第一章 みそれの季節

第二章 人の死いろいろ

第二章 ひかりといのち

著者注釈

納棺夫日記 |を 著して

あとがき

文庫版のためのあとかき

光の溢れる書 1納 棺夫日記』に

覚える喜び 1高 史明)

先日書店へ行くと、本書がレジカウンター脇に平積みにされているのが′S、 と目に入つてきた。平積みの理由が、映

画「おくりびと」の米アカデミー賞外国語映画賞の受賞によるものであることは、今さら言うまでもないであろう。

私もまた、連日の受賞報道により本書を手にしたのである。

しかし、本書の内容はマスコミの報道によつて予想していたものとは、いささか異なつていた。前半は納棺夫とな

つた著者の日常を綴るのが主であるが、それはいわば本書の導入部分であり、読み進むにつれ、納棺夫としての経験

をベースとした生と死に対する作者の思索が存分に展開されていく。

私は映画「おくりびとJを 見ていないが、著者は本書が映画の原作として扱われることを辞退されたのだという。

『毎日新聞』には、それについての著者の思いが、以下のように紹介されていた。

送られてきたシナリオを見るとね、親を思ったり、家族を思ったり、人間の死の尊厳について描かれているのは、伝わ

ってきて、すばらしいんです。ただ、最後がヒユーマニズム、人間中心主義で終わっている。私が強調した宗教とか

永遠が描かれていない。着地点が違うから、では原作という文字をタイトルからはずしてくれって、身を引いたんです。

(2009年 3月 2日 東京朝刊)

映画の制作者サイ ドの方が、本書を熟読されたであろうことは想像に難くない。しかし、映画には本書のテーマで

あるところの、死とは何か、死を受け入れるところに見えてくる宗教的な世界は扱われなかつたようである。逆に言

えば、それだけ死そのものを見つめることが、一般に受け入れられがたいことを意味しているようにも思える。本書

には、こんな印象深い一節がある。

毎日毎日、死者ばかり見ていると、死者は静かで美しく見えてくる。それに反して、死を恐れ、恐る恐る覗き込む生者

たちの醜悪さばかりが気になるようになってきた。(71ベ ージ)

このように本書には、人間中心主義のはらむ、都合の悪いものは見ないようにする不誠実さ、人知で捉えられない

ものは捨象しようとする傲慢さに対する、敏感な批判的視線が流れている。生に絶対の価値を置く現代の風潮は、誰

もが必ず死ぬという事実の前で、実は自らを孤立させ、本当の幸せを損なつていることに他ならないというメッ

セージが、著者の身近な体験を通して語られている。

その上で、親鸞聖人の思想に強く共鳴する著者は、生死を超えた光との出会いという、自らの宗教的な世界を披涯

している。「ただ自分が納得できるまで書き進んだだけJと いう本書は、ある意味、読者を置き去りにするほどの勢い

でもつて、著者の出会つた感動を伝えている生きた宗教書である。また、こうした著者の真摯な姿勢は、俗信に根ざ

した葬儀のあり方や、死に携わりながら死から目をそらす僧侶への手厳しい批判ともなつている。それでいて嫌み

がないのは率直で真面目な著者の人徳であろうか。)争土真宗を学′ぶ僧侶の一人として、襟を正される思いのする

一冊である。
評者/高 田 文英 (龍谷大学講師)
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介
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招
待

竹内 整― 著

日本人はなぜ「さようなら」と別れるのか

筑摩書房 (ち くま新書)756円

著者は倫理学・日本思想史を専門とする東京大学教授・竹内整―氏である。

著者によれば、「さようなら」という別れの言葉の語源は、「然らば」「さようであるならば」という接続詞であ

り、現代的には「そうであるならば…」「～ということであるならば…」という意味になる。「さようなら」という

言葉は、別れ際に、それに先行することがらを確認・総括したうえで、それと訣別し、新しい「こと」へと移行す

るための確認だと著者は指摘する(28ページ)。「別れ」を語ることが、第8章の「死」という別れに収飲していく。

その思索は仏教思想にも注目しながら、古典や中世の文献から現代日本人の死生観・無常観までを駆けめぐつ

ていく。愛別離苦に寄り添つてきた僧侶にとつては大きな示唆が与えられる書物であろう。

ダライ・ラマ14世 著/マリア・リンチエン訳

心の平 和

サンマーク出版 1,260円

本書はグライ・ラマ法王 14世が、2008年秋に日本で行つた3つの講演と、若者との質疑応答をまとめたも
のである。「本当の世界平和は、心の中に育まれたひとりひとりの「心の平和」ιこよつて、築かれるべきもの」(41

ページ)であるといわれるダライ・ラマ法王の思いのもと、ひとりひとりが「やさしさと思いやり」のこころを育

てていくことの必要性を、全編にわたり平易な語り口で綴られている。

本書の中、「現代を生きる君たちへ」は筑紫女学園の学生を対象に行われた請演であるが、そこでは利他の心

にもとづく「すぐれた心がまえ」の実践こそ、自他ともに幸せな関係を築いていくことが出来ると説かれている。

なお、本書では最後に「付記」として、現在のチベット問題の一部についても記されている。

丼上 鋭夫 著

本願寺

講 談 社 嘩 談社学術文庫)1,102円

本書は、戦後の一向―揆研究を代表する名著『―向―揆の研究』(吉り|1弘文館/1968年 )の著者・井上鋭夫氏による

本願寺の通史である。

親鸞聖人の生涯と思想、関東における初期教団の実態、寺院としての本願寺の形成過程、教団の発展過程など

を論しながら「十三世紀初頭から十九世紀までの七百年に及ぶ寺史と教団史を描く」(解説)本書の特徴は、本願

寺の発展過程を「その発展の背景をなす日本の社会・政治・経済・思想と関連させつつ叙述」(はしがき)し ようと

いう著者の姿勢にある。

本書は著者による『本願寺』増補版 (至文堂/1966年 )の文庫化であるが、今日においても重視されている話題が

随所に見られ、その価値はいつこうに色褪せていない。

飛鳥 寛栗 著

仏教音楽への招待

本願寺出版社 1,575円

本書は、『本願寺新報』に連載された、仏教音楽にかかわる60編のコラムをまとめたものである。

本書は3部構成で、第 1部「四季いろいろ」では、花まつりや報恩講など仏教行事にゆかりのある仏教音楽が

紹介されている。第2部「讃歌のながれ」では、明治初年から今日に至るまでの仏教音楽の様々な系譜を概観で

きる。第3部「それぞれのご縁」では、仏教音楽というファインダーを通して浮かび上がつてくる、意外な音楽関

係者や仏教者を紹介している。
「私は仏教讃歌こそ、日本のいのちの歌であつてほしいと願つています」という言葉に象徴されるように、本

書は全編にわたり、著者の仏教音楽に対する1昔 しみない愛情に溢れている。



本
願
寺
界
隈
２
（
条
堀
川
周
辺
）

仏
教
×
散
歩

日
本
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
て
１
５
０
０
年
。

そ
の
教
え
は
、
人
々
の
心
に
受
け
継
が
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
と
地
図
を
片
手
に
歩
く
と
、

ふ
だ
ん
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
る
路
地
裏
に
、

意
外
な
日
本
仏
教
の
風
景
が
見
え
て
き
ま
す
。

修復か完成 した御影堂

本
艤
議

蜀
諄
鑢

七
条
堀
川
の
交
差
点
を
北
に
上
が
る
と
、
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
銀
色
の
大
屋

根
が
姿
を
あ
ら
わ
す
。
１
０
年
ぶ
り
に
お
披
露
目
さ
れ
た
ば
か
り
の
御
影
堂
だ
。

現
在
の
本
願
寺
の
姿
は
約
４
２
０
年
前
、
天
正
１
９
↑

５
９
■

年
に
は
じ
ま

る
。
京
都
の
都
市
整
備
を
す
す
め
て
い
た
豊
臣
秀
吉
が
、
ラ号
三
ハ
条
堀
川
に
寺

地
を
寄
進
し
た
。
南
北
は
、
七
条
通
か
ら
聞
法
会
館
の
建

つ
六
条
通
、
東
西
は
新

町
通
か
ら
下
松
原
通
ま
で
。
そ
の
大
き
さ
は
、
現
在
の
境
内
の
約
３
倍
に
相
当

す
る
。

小
さ
な
葉
を
風
に
揺
ら
す
大
イ
チ
∃
ウ
を
眺
め
な
が
ら
御
影
堂
門
を
抜
け
、

往
来
の
激
し
い
堀
川
通
り
を
渡
る
と
、
当
時
の
名
残
を
と
ど
め
る
門
前
町
が
広

が

っ
て
い
る
。
銘
菓

「松
風
」
で
知
ら
れ
る
「亀
屋
陸
奥
」
、
お
香
を
扱
う
「負
野
薫

玉
堂
」
と
い
っ
た
老
舗
と
と
も
に
、
カ
フ
エ
〓
０
工
○
く
＞
」
な
ど
新
し
い
店
も
建

ち
並
ぶ
。

津
量
数
や
か
電
の
褥

な
ぜ
こ
の
地
が
選
ば
れ
た
の
か
。
大
阪

へ
と
繋
が
る
要
所
で
あ

っ
た
京
都
南

端
部
に
本
願
寺
を
置
き
、
応
仁

文
明
の
乱
に
よ

っ
て
荒
廃
し
た
京
の
都
市
復

興
を
担
わ
せ
た
、
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
移
転
の
理
由

と
は
別
に
、
ウ」
の
地
が
浄
土
教
の
歴
史
と
深
い
関
係
に
あ

つ
た
こ
と
に
も
注
目

し
た
い
。

平
安
時
代
、
京
の
町
に
「市
の
聖
」
と
よ
ば
れ
る
僧
が
現
れ
た
。
カ
エ
也
上
人
で

あ
る
。
”
工
也
が
拠
点
と
し
た

「市
す
」
そ
が
、
現
在
の
本
願
寺

興
正
寺

〓
『
に
広

が
り
、
平
安
京
の
人

々
の
暮
ら
し
を
支
え
た
官
営
市
場

「東
市
」
だ
。
店

々
で
托

鉢
し
、
病
者
に
施
し
を
し
た
空
也
は
、
〈
フ
は
龍
谷
大
学
大
宮
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
あ

る
七
条
猪
熊
の
市
門
に

一
基
の
卒
塔
婆
を
建
立
し
、
「
一
た
び
も
南
無
阿
弥
陀
仏

と
い
う
人
の
、
蓮
の
う
え
に
の
ぼ
ら
ぬ
は
な
し
」
と
刻
ん
で
、
極
楽
往
生
の
念
仏

を
勧
め
た
、
と
伝
記
は
伝
え
て
い
る
。

鰈
呼
秋
饉

空
也
上
人
が
没
し
て
か
ら
約
３
０
０
年
後
の
鎌
倉
時
代
、
一
人
の
念
仏
者
が

再
び
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。
弘
安
７
↑

２
８
‘

年
、
お
よ
そ
１
０
年
の
遊
行

の
旅
を
経
て
京
に
入

っ
た

一
遍
上
人
だ
。
「空
也
上
人
は
わ
が
先
達
な
り
」
と
語

る

一
遍
は
、
上ハ
波
羅
蜜
寺
な
ど
を
巡
拝
し
た
後
、
市
屋
道
場
釜
光
き

に
入

っ
た
。

高
床
式
の
踊
り
屋
を
舞
台
に
し
て
、
あ
ふ
れ
出
す
念
仏
の
よ
ろ
こ
び
を
身
体
に
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一
　

一

ノ
　
ヽ，

二
´
　
一
＾

、
　

一

あ
ら
わ
す
「踊
り
念
仏
」
の
姿
は
、
『
一
遍
聖
絵
』
の
な
か
で
も
最
も
有
名
な
シ
ー

ン
の

一
つ
で
あ
る
。
フ」
の
地
が
現
在
の
本
願
寺
界
隈
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
な

ん
と
も
不
思
議
な
偶
然
と
い
え
よ
う
。

雛
洟
炒
滲
り
や
く
覺

本
願
寺
の
移
転
に
と
も
な
い
、
市
屋
道
場
は
鴨
川
の
西
畔
に
移

っ
た
。
太
鼓

楼
の
面
す
る
花
屋
町
通
を
、
ま

っ
す
ぐ
東
に
歩
い
て
み
よ
う
。
東
本
願
寺
を
越

え
河
原
町
通
の
手
前
、
閑
静
な
路
地
に
た
た
ず
む
お
寺
が
あ
る
。
現
在
の
金
光

寺
（時
宗
市
屋
派
）だ
。
ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
た
い
。

牡
甕
等
舞

聰
に
水

本
願
寺
の
北
に
は
、
名
水
で
知
ら
れ
、
足
利
義
政
や
千
利
休
も
愛
用
し
た

「佐

女
牛
丼

〓

め
か
じ

」
が
あ

っ
た
。
現
在
は
、
間
法
会
館
の
北
側
に
ひ

つ
そ
り
と
石

碑
が
残
る
の
み
だ
が
、
そ
の
水
は
、
堀
川
通
り
を
挟
ん
で
向
か
い
側
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「む
と
う
」
に
、
土日
と
変
わ
ら
ず
湧
き
出
て
い
る
。

平
安
京
の
時
代
か
ら
お
念
仏
と
ご
縁
の
深
い
六
条
堀
川
周
辺
。
お
念
仏
の
真

髄
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
親
鸞
聖
人
の
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
、
歴
史
の
重
層
性
に
思

い
を
馳
せ
た
い
。

野
呂

靖
（教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
一

【参
考
文
献
】

今
井
雅
晴
編

『遊
行
の
捨
聖

一
遍
旨
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
四

河
村
能
夫
編
著

「京
都
の
門
前
町
と
地
域
自
立
質
晃
洋
書
一房
、
二
〇
〇
七
）

石
井
義
長

『
空
也
旨
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
一房

二
〇
〇
九
）

教
学
伝
道
研
究
所
で
は
今
冬
、
「真
宗
の
土
徳
～
地
域
に
薫
る
念
仏
」
と
題

し
て
、
御
影
堂
平
成
大
修
復
の
詳
細
や
門
前
町
の
文
化
を
は
じ
め
、
全
国
に
息

つ
く
真
宗
文
化
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日

時

】
二
〇
〇
九
年

一
二
月

一
五
日
（大
）
〓
二
時
～

【
場

所

】
本
願
寺
聞
法
会
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

一
詳

）
く

は
近

日
中

に

ア

ツ
プ

さ
れ
ま

す
教

学
伝
道

研
究

セ

ン
タ

ー

エ
「
を
ご

覧
く
だ

さ

い
。

現在は京都市下京区本塩竃町に移転した金光寺。地図④

堀り通に面する佐女牛丼跡 地図②



『
註
釈
版
聖
典
第
一版
）ち

て

ど
ん
な
聖
典
？

◎

は

じ

め
に

『
註
釈
版
聖
典
』
は
、
仏
教
婦
人
会
な
ど

各
種
研
修
会
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

司
〓
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
一小
門
の
内
外
か

ら
一テ

〕
評
価
を
得

て
普

及

し
て
い
ま
す

。

昭
和
６
３
年
に
初
版
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら

２
０
年
以
上
が
経
ち
、
発
行
部
数
も
１
４

万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
聖
典
と

し
て
研
修
会
や
学
習
会
の
折
り
に
自
発
的

に
持
参

し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し

■
に

◎

『
第

二
版

』
の
特

徴

と

は

？

と
こ
ろ
で
、
ン」
の
よ
う
に
身
近
な
聖
典
と

な
っ
た

『
註
釈
版

聖
典
』
で
す

が
、
」ヽ
れ
に

緑
色
表
紙
で
お
馴
染
み
の
「
初
版
」
と
、
平

成
１
６
年

に
改
訂
さ
れ
た
青
色
表
紙

の
「

第

二
版
」
の
２
種

類

が
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？

「
初
版
」
に
比
べ
、
「
第
二
版
」
は
最
新
の

研
究
成
果
を
元
に
、
よ
り
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
大
き
く
３

つ
あ
り
ま
す
。

１
、
難
し
い
用
語
を
解
説
し
た
語
註
や
年
．

表
、
そ
し
て
聖
蹟
地
図
な
ど
が
収
め

ら
れ
て
い
る

「
付
録
」
が
大
幅
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ツ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
、
新

た
な
試
み
と
し
て
『
註
釈
版
聖
典

■

祖
壼

』
と
の
「
連
絡
ペ
ー
いこ

が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

３
、
聖
典
に
出
て
い
る
文
言
が
検
索
で
き

る

「
索
引
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
、
第
二
版
の
大
き

な
目
玉
で
あ
る

「
索
引
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎

「
索

引

」
が
出

来

上

が
る
ま

で

「
索
引
」
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
聖
典

に
出
て
い
る
言
葉
を
す
べ
て
拾
い
上
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
量
は

「
１
２
万
語
」

と
い
う

膨
大

な
数

に
達

し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
索
引
と
い
う

形
に
整
え
て
ゆ
く
の

は
、
決

し
て
順
風
満
帆

で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
何
度
も
何
度
も
検
討
を
重
ね
る

必
要
が
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使

し
て

２
４
時
間
稼
働
さ
せ
て
作
業
を
行
う

こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
２
万
語
も
の

候
補
か
ら
、
１
万
１
千
語
の
用
語
が
厳
選

さ
れ
、
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

◎

「
安

穏

」
を

調

べ
て
み

ま

し

ま

つ
―

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
索
引
」
を
実
際
に
使

っ
て
み
ま
し
ょ
う

。

例

え
ば
、
親

鸞

聖
人
七

五

〇
回
大
遠

忌

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
世

の
中

安

穏

な
れ
」
は
、

ど
こ
に
載

っ
て
い
る
で
し
ょ
う

。

早
速

調
べ
て
み
ま
す
と
、
『
註
釈

版
聖
典

（第
二
版
と

を
ご
覧

下
さ
い
―

（お
手
許
に
な
い

方
は
こ
の
機
会
に
是
非
お
求
め
を
。
分
冊
版
も
あ

り
ま
す
）

こ
？

」
文
の
「
安
穏
」
を

「
索
引
」
で
引
い

て
み
る
と
…
後
ろ
か
ら
４
ペ
ー
ジ
の
右
段
中

央

に
あ
り
ま
す

ね
。
「
１
３
」
か
ら

「
７
８

４
」
ま
で
９
つ
の
ペ
ー
ジ
数
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
順
番
に
見
て
ゆ
く
と

「
世

の
中

安
穏
な
れ
」
と
い
よ

」
文
は
、
７
８
４

ペ
ー
ジ
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は

『
親
鸞

聖
人
御

消
息

Ｌ

一十

五
通
目
に

あ
る
お
手
紙
の
な
か
の
言
葉
で
、
「
御
報
恩

の
た
め
に
御
念
仏
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
申
し
て
、

世
の
な
か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と

い
う

一
文

の
な
か
の
〓
即
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
知
り
た
い
用
語
が
ど
こ
に
、

ど
の
よ
う

に
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
」ヽ
の
他
に
も
、
法
話
の
ご
讃
題
さ
が
し

の
一助
に
も
な
り
ま
す
ね
。

◎

こ
ぼ
れ

話

最
後
に
こ
ん
な
話
を
ひ
と
つ
。
こ
の
索
引

の
編
纂

過
程
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
す

が
、
一

般

に

コ
国
人
」
あ
る
と
い
わ
れ
る

「
煩

悩
」

と
で
２
言
葉
が
出
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
数
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
奇
過
に
も
１
０
８
筒
所
あ

っ

た
の
で
す
。
ま
た
、
大
乗
の
菩
薩
が
修
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
六
種

の
行
業

ヨ
ハ
波
羅

蜜
」
は
、
６
箇
所
み
つ
か
り
ま
し
た
。
登
場

回
数

が
そ
れ
ぞ
れ
の
語
と
シ
ン
ク
ロ
す

る

単
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
な
ん
と
も
不
思
議

な
偶
然
で
あ
り
ま
し
た
。

田
中

真

一教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー

常
任
研
究
員
）
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教学相談メモ .
PAPER
00001

親鸞聖人のご往生が1262年
というのは間違いだつた I?

ご門主が昨年 4月 に制定された「浄土真宗の教章 (私の歩む道)」 では、親鸞聖人のご往生が 1263年 1月 16日
(3ム長2年 11月 28日 )と 表記されています。

「教章」制定以来今に至るまで、こちら「いのちと念仏」本目談センターには、この表記に関する質問が数多く寄せ

られています。中には「今まで(1262年 〉と覚えていたのは間違いだつたのですか |」 というお叱りの声もあ
りました。

しかし大丈夫です。今まで覚えてきたことが間違いだつたというわけではありません。

下の図をごらん下さい。上段が旧暦、下段が西暦 (※ )で、●は親鸞聖人がご往生された時点を示 しています。

図に示されているように、旧暦と西暦との間には数十日のズレがありますが、歴史学などでは便宜上、西暦の年

と旧暦の年とを同じ年とみなして対応させています。これは、いわば一種の「お約束」です。

そのお約束に沿つて、親鸞聖人がご往生した「年」を、旧暦に西暦を並記させて示すと、弘長 2(1262)年等と

表記されます。こうした表記の方法によつて、従来は、親曇聖人のご往生は西暦で「1262年 」である、と覚えら
れてきたわけです。                        .
一方、新しい「教章Jで は、親鸞聖人のご往生の時が、「年」だけでなく「年月日」で表わされています。ここがポイ

ン トです。

もう一度、下の図を確認 してみましよう。●で示された親鸞聖人のご往生の「年月日」は、旧暦では、弘長 2年

11月 28日 となり、西暦では、1263年 1月 16日 となります。
つまり、日本の京都で親鸞聖人がご往生されたその日「弘長 2年 11月 28日 」、西洋では既に「1262年 」は
去り、「1263年 」に突入 していたのです。ゆえに、西暦の「年月日」まで示す場合、親鸞聖人のご往生の年は
「1263年 」となるわけです。
「今までの年号は間違いだつたのですか |」 とお叱りの声を寄せてくださつた方々は、図でいう●の位置自体

が変わつたのかと驚かれていたようですが、決してそうではないということですね。

なお、現在、宗門の出版物などで親鸞聖人のご往生に関して旧暦と西暦とを並記する場合は、整合性をはかる

ため、原則として 1263年 1月 16日 (弘長2年 11月 28日 )ま たは弘長 2年 11月 28日 (1263年 1月 16日 )と
表記することとされています。年号のみで表記する場合もこれに準じます。このことは 2007年 に各教区教務
所へ通知もされておりますので、ご確認ください。

※当時の西暦はユリウス暦でしたが、ここでは便宜上、西暦=グ レコリオ暦 (新暦)と しています。また、ユリウス暦でもグレコリオ暦でも、聖人の
ご往生の日が 1263年 に該当するのは同じです。

西 義人 (教学伝道研究センター 研究員)

次の①～③のうち、親鸞聖人のご往生年月日の表記として正しいものはどれでしよう。

①1263年 11月 28日  ②1262年 1月 16日 ③1263年 1月 16日

°
重2算
=し
OT●コF,② °重準 つヽ準∩2C7]'力 日

`O LttOTフ
コY話喜畔F12ν T°重2回蟹0国日マ副里F,① /③ :7昇
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「あなかしこJは 、「イ卸文章」各条の末尾に用いら

れていることで、お潮染みのことばです。t,と もと

は、尊いものに対 して lあ あおそれ多いことよ。

もつたいないことよJと [恐れ慣み、恐縮する感情

などを、感動的に表す慣用句」(F鶏 本国語大舌辛申J)で

すか、一般には、手紙の最後に用いて、相手に敬意

を表すことはとして知られます.

私たち念仏者は、1御文章」を通して阿弥陀さま

のお心をお間かせいただき、結びのことば「あなか

し/こ あなかしこ |を通 tノて、改めて、阿弥陀さまに

対するお敬いの心持ちと自分自身に対する噺愧の

思いをお聞かせていただいてきたのです。

数学伝道研究セ l,タ ーhttp://crs hongwanjl orip/kyOgaku/


